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６. 事業事前評価表 

１．協力対象事業名 

中国重慶母子保健医療機材整備計画 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 中国はアジアの東部、東シナ海を隔てて我が国と対峙し、我が国の安全保障上重要な位置を占める。

1999 年 11 月、中国政府は、東部の沿海地域と中西部の内陸地域の社会経済格差を是正するために、

「西部大開発」戦略を提唱した。中国では 90 年代から沿海地域で経済成長の伸張が著しいが、一方

で中西部の農村部を中心とした貧困層、貧困地域への対策が未解決の課題である。特に周辺が山地・

丘陵の農村地帯で 366 万人の年間世帯収入が 500 元（約 60 ドル）以下の貧困人口を抱える重慶市（全

人口約 3100 万人）は、全国平均に比較しても一人当り GDP かなり低い水準に留まっている。財政不

足等により医療体制の整備が進まない同市の母子保健指標は妊産婦死亡率や５歳未満児死亡率等母

子保健指標が全国平均に比べても劣っており、早急な改善が求められている。  

2000 年データ 一人当り GDP   妊産婦死亡率（対

10 万人） 

５歳未満児死亡率 

全国平均 750 米ドル 65 36 

重慶市 約 470 米ドル 80   38 

(2) 重慶市当局は、中央政府が 1992 年 2 月に策定した「90 年代の中国児童発展大綱」に基づき婦人と

子供の健康水準向上を推進するため、1995 年に「重慶市婦幼発展計画」を策定し、重慶市婦幼保健

院（以下、市婦幼保健院と称す。）、32 の区・県婦幼保健院、重慶医科大学付属児童病院（以下、児

童病院と称す。）を機材整備が必要な最優先病院と位置付けた。しかしながら、いずれの施設でも財

政的に手当できていないため医療機材が老朽化または不足しサービスの需要に対し質･量ともに対

応できない状況である。このように全国レベルに比べ劣っている重慶市の母子保健状況を改善する

ため、上記 3レベルの医療施設に必要な機材の更新、新規導入が必要となっている。      

(3) 当該国の社会・経済事情については資料４の「中国の社会・経済事情」参照。 

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

重慶市の市婦幼保健院、区・県レベルの婦幼保健院および児童病院の提供する母子保健サービスを改

善することを目的とする。 

４．協力対象事業の内容 

(1) 対象地域  

重慶市全域 

(2) アウトプット 

市婦幼保健院、区・県レベルの婦幼保健院および児童病院の機材が整備される。 

(3)  インプット 

医療機材（病院別の主要機材） 

① 市婦幼保健院 

外来          ：携帯型ｵｰﾃﾞｨｵﾒｰﾀｰ、腹部用超音波装置等 
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病棟 ：分娩監視装置、手術台、重症患者用ベッド等 

医療技術室 ：高圧蒸気滅菌器、生化学分析装置、病理解剖台等 

訓練、宣伝、教育 ：女性骨盤模型、子宮模型、正常妊娠模型等 

維持管理科 ：ＩＣ回路検査装置、万能オシロスコープ等 

管理  ：救急車 

② 区・県レベルの婦幼保健院 

外来 ：経皮黄疸計、赤外線乳腺検査装置等 

入院  ：分娩監視装置、ベッドサイドモニター等 

医療技術部 ：超音波診断装置、プレートリーダー等 

保健科 ：小児用ｵｰﾃﾞｨｵﾒｰﾀｰ、小児斜視、弱視治療器等 

管理             ：救急車 

③ 児童病院 

  多機能麻酔器、アルゴンレーザーメス、微量血液生化学血液ガス分析装置、小児用電子内視鏡、 

電解質分析装置、超音波装置等 

(4) 総事業費 

日本側 11.48 億円、 中国側 1.98 億円 

(5) スケジュール 

実施設計を含め 11.5 ヶ月の工期を予定 

(6) 実施体制 

重慶市衛生局 

５．プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲及び規模 

  重慶市全域、重慶市在住の妊産婦と子供（0～12 歳） 約 1,931 万人 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）を示す指標 

  対象施設での母子保健医療サービスが改善される。 

  指 標 2000 年 2004 年 

年間手術件数（件） 14,000 増加 

年間分娩件数(件) 2,000 増加 

年間入院患者数(人) 4,329 増加 

年間外来患者数(人) 177,925 増加 

市保 

婦健 

幼院 

 

年間検体検査数（件） 700,000 増加 

年間手術件数（件） 4,160 増加 

年間分娩件数(件) 769 増加 

年間入院患者数(人) 1,363 増加 

年間外来患者数(人) 62,915 増加 

区保 

・健 

県院 

婦 

幼 検体検査数（件） 71,259 増加 

手術件数（件） 3,698 増加 

入院患者数(人) 18,435 増加 

外来患者数(人) 660,441 増加 

児 

童 

病 

院 検査件数（件） 145,087 増加 

注）区・県婦幼保健院（例：万州区、６ヶ所の中核施設の一つ） 

(3) その他の指標 
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1) 対象施設での医療サービスの改善により、地域住民からの信頼を得ることで、下位医療機関からの紹

介患者数が増加する。機材の調達が 2003 年 3 月に終了するため、2004 年のデータを比較対象とする。 

区・県婦幼保健院 2000 年 2004 年 

下位医療機関からの紹介患者数（件） 96 増加 

注）区・県婦幼保健院（例：万州区、６ヶ所の中核施設の一つ） 

2) 教育・訓練機材が整備されることにより訓練生数（市婦幼保健院）が増加する。対象施設において医

療機材／教育機材が整備されることにより研修・訓練受講者数が増加する。 

 1998 年～1999 年 2004 年 

市婦幼保健院が受け入れる訓練生数 998 人 1,370 人＊ 

区・県婦幼保健院が受け入れる現地訓練生数 679 人（2001 年） 1,730 人＊ 

＊：本計画を前提にした計画数 

６．外部要因リスク 

(1）中国の保健・医療政策の継続 

母子保健サービスの拡充、母子保健関連施設の整備、保健・医療予算の増額などの国家衛生部の母

子保健重視の政策の継続が重要である。特に重慶市政府の対象病院への予算配分は、少なくとも現行

の増加傾向に沿って維持される必要がある。 

(2) インフラ面 

対象病院に供給されている給水、電力等の供給事情または電話等の通信機能が大幅に低下した場合

は、医療サービス活動が低下する恐れがある。 

(3) レファラルシステム 

本件目標達成にとり、① 区・県婦幼保健院と下位医療施設（村落の衛生室、衛生院等）との連携、

② 市婦幼保健院による区・県婦幼保健院への訓練・指導、③ 児童病院と区・県婦幼保健院及び下

位医療施設（衛生院、県人民病院等）の連携が適切に機能することが重要である。 

７．今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる成果指標 

① 手術件数、② 分娩件数、③ 外来患者数、④ 入院患者数、⑤ 検体検査件数 

(2) 評価のタイミング 

 機材導入後 1 年の時期は、機材操作者が機材操作になれた頃で問題点がもっとも出てくる時期にあた

る。この時期に機材の稼動状況等の評価を行うことは問題点の把握を行う上で適当である。実施後 5年経

過時にはこれらの問題点が解決され効果が十分に発現していると考えられることから総合評価の時期と

して適当と考えられる。以上から評価を 2回に分けて行い、第１回を中間評価および第 2回を総合評価と

して実施することが望ましい。 

  １回目：機材引渡しから 1年後 

  ２回目：機材引渡しから 5年後 
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